
令和元年 11 月 11 日(月) 
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第 81 回 全国都市問題会議 参加報告書 

 

 

１、期  間  

令和元年 11 月 7 日（木）～11 月 8 日（金）までの 2 日間 

 

２、会場及びテーマ 

会 場 ： 鹿児島県霧島市 国分体育館 

テーマ ： 防災とコミュニティ 

 

３、参加者  

星野一広、高橋えみ、前田純也 

 

４、会議日程 

第 1 日 （11 月 7 日） 

開会式  開会挨拶 全国市長会 会長 相馬市長 立谷 秀清 

 開催市市長挨拶  鹿児島県霧島市長 中重 真一 

 来賓祝辞   鹿児島県知事  三反園 訓 

 

 基調講演 鹿児島の歴史から学ぶ防災の知恵 

     志學館大学人間関係学部教授 原口 泉 

 

 主報告  霧島市の防災の取り組み ― 火山防災 ― 

       鹿児島県霧島市長 中重 真一 

 

 一般報告 災害とコミュニティ 

地域から地域防災力強化への答えを出すために 

     尚絅学院大学人文社会学群長 田中 重好 

 

 



 一般報告  

平成 30 年度 7 月豪雨災害における広島市の対応と取り組みについて 

      広島県広島市長 松井 一實 

 

 一般報告 火山災害と防災 

   防災科学技術研究所火山研究推進センター長 

中田 節也 

 

 

第 2 日（11 月 8 日） 

 パネルディスカッション 

   

テーマ  防災とコミュニティ 

  

コーディネーター  

追手門学院大学地域創造学部地域創造学科長・教授 

田中 正人 

 パネリスト 

   専修大学人間学部教授   大矢根 淳 

    

香川大学地域強靭化研究センター特命准教授 

磯打 千雅子 

    

霧島市国分野口地区自治公民館長  持留 憲治 

    

静岡県三島市長    豊岡 武士 

    

和歌山県海南市長    神出 正巳 

 

 

 閉会式  次期開催市市長挨拶 青森県八戸市長 小林 眞 

    

閉会挨拶  

後藤・安田記念東京都市研究所理事長   小早川 光郎 

 

 



５、所感等 

今年の第８１回全国都市問題会議は、鹿児島県霧島市国分体育館を会

場に開催されました。 

緑豊かな自然環境の中、野球場や陸上競技場、また相撲で使用される

土俵なども整備された、総合運動公園（都市公園）に立てられており、

多目的な催しに対応できる複合施設として、市民及び県民の拠点の一つ

として親しまれている様子を伺うことができました。 

活火山を抱える地域での開催であり、日ごろからの防災対策の取り組

みについて、霧島市の中重真一市長、基調講演として、志學館大学人間

関係学部 原口 泉教授が、長い間、活発な火山活動が続く中で、どの

ように住民を守るかに力を注いできたことに触れ、「自然の多様性とそれ

を育む火山活動」をテーマとする霧島ジオパークを、ユネスコ世界ジオ

パークの認定に向けて準備を進めていることなど、地域住民を巻き込ん

での防災の取り組みの重要性を訴えました。 

特に平成２３年１月２６日に発生した、新燃岳の噴火では、事前に噴

火に向けての対策及び住民への周知を目的に「新燃岳安全対策マップ」

を作成し配布するとともに、避難計画も市ホームページに掲載するなど、

準備を進め、いかに正確な情報を流すかに力を注ぎ、自助、共助の取り

組みに徹してきたことで、防災への意識の向上につながっている事例を

紹介、行政が果たす役割の重要性を感じました。 

また、新燃岳に登山中に噴火が起きた場合に備え、登山者がすぐに避

難できる「避難壕」を設置するとともに、登山者にすぐにわかるように、

サイレンで警告するなどの安全対策を行っているとのことであり、活火

山を抱える行政としての取り組みがいかに大事であるかを実感しました。 

また近年、毎年どこかの地域で発生している台風や豪雨による災害に

ついてでは、広島市の松井市長が、「平成 30 年度 7 月豪雨災害における

広島市の対応と取り組みについて」と題して、報告を行いましたが、そ

の中で特に感じたことは、平常時に「自分の住んでいるところは大丈夫

だろう」との予断を持たずに、災害への対策を取っておくことが大事で

あり、「災害は身近に起こりうる」ということを、近隣住民同士でしっか

りと共有しておくことの大切さ、それが「共助」への意識向上につなが

り、地域コミュニティの強化にもつながることを実感しました。 

そのうえで、災害が発生した場合、またはその可能性が高まった場合

においては、人命を大切にすることに最善を尽くす覚悟を持つことの重

要性を強調されていたことが、強く印象に残りました。 

本年、１０月１２日から１３日未明にかけて、太田市でも被害が出た、



台風１９号においては、行政として「防災マップ」は配布してあるもの

の、いざ災害という時においては、ほとんど生かされなかった事実があ

ります。 

また、危機管理体制においても、急遽、避難先が変更されたり、避難

所によって、備蓄品の違いもあったりと、混乱を招く結果となってしま

いました。 

幸いにして、人命にかかわる事案はなかったものの、今後も起こりう

る災害に備えて、今こそ考え直すべきだと感じております。 

そういう意味からも、今回開催された、全国都市問題会議は、私たち

にとって、とてもためになる会議となりました。 

今後の活動に、必ず生かしていかなければならないと思います。 

 

 

 
 

 


